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5月中の各委員會の活動欣況

評議員選畢開票結果

第51期年度春季講演論文募集

参考間書の斡旋に.ついて
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各種ウオーシントンポンプ・W3號ウエアー給水並重油噴燃ポンプ・
W8號ウエアー給水並重油噴燃ポンプ･TL型ウエアー潤滑油ポンプ・
B型ウエアー給水ポンプ・其の他ウエアー式各種ポンプ
渦巻ポンプ及タービンポンプ・吸上雑用水ポンプ
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株式會誠

田中鐵工所
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本肚東京都墨田匠東漸到四ノセ （商工會館内）

電話深川1459．1476 ． 1479 ． 1812

工場一埼玉・千住・本所ブ板管業所大阪市覗島厘上禧島ヱノ五九
‘電話土佐堀 841 ． '1 164

一

、

I 唾

I

Ｉ 11

戒も 凶・a一企むﾏ 巳一畢捨q一



1”

い

り

ｂ

１

１

１

．

Ｉ

Ｉ

ｒ

ｌ

ｌ

‐

鑛山機械並化學工業用諸機械一
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設計・製作 一

（最古ノ歴史･最新ノ技術）

大塚工場：響謡響蓋
株式
會祗

つ暖房用バルブ･トラツプー式 一
減厘奔臘度調節鼻安全鼻伸縮接手

造硲用バルブー式

株式會耐フシマン製作所
東京都大田匡森ケ崎町五五○一 工場森ケ崎一矢幅・石鳥谷．名古屋
電話大森1507.1508.1509.3282 出張所大阪．名古屋．盛岡

此の印陸特許力物､全lILzわる
芯の中に含まれた特許化合物の働きで

〆 （1） なめらかに濃く紙に附荒する
（2） 烏口で引き直さなくともそのま人青罵眞の原圃になる

典三菱鉛筆特許第'''938號
I

小糸の船舶用照明器と電氣器具
一一一一一 一

船舶用探照燈・投光器・装飾天井燈・天井燈二號二型

黙滅信號燈･天井燈二號一型･事業燈･卓上燈一型･手提燈

隔壁燈・海圖臺燈・接栓接續座・ ソケット ・開閉器

カーゴランプ・集魚燈・其他各種設計二應ズ
一

株式會mt 小糸製作所

本祗東京都港厘芝高輪南町二八電話大崎209 ． 803 ． 809

．靜岡工場、沼津エ場・品川工場・京都出張所・名古屋出張所

△ 〃

本誌上への廣告は取扱社共榮邇信祗へ假事務所東京都舳川匿西品川四,九三二
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丘島田委員の今回の説明に引績き圃面につ

いて熔接方式の詳細を鹸討することを申合

せたo

6， 全熔接船の熔接構造仕儀書の原稿作製方

を島田委員に委曜することLなった。

・ 5月中の各委員書の活動歌況 －

6日（火）電氣熔接研究委員會第4分科衝第6

回會合 ′

一時及場所午后1時半から5時半迄協會

事務所に於て

一出席者幅田委員長榊原主査，禧田(啓）

吉識，今井，松本，島田，御鳴，増淵各委員

一譲事，

1． 前回今井委員から配布した中央横蔵面の

縦狸度比較表に就て各委員から計算値の一

部訂正と追加計算の設明があった。

2． 鋲構浩船の縦弧度計算に於て，軍艦では

鋲孔のreductionを行うが，實船に於て

・ 鋲孔のある所とsolidの所との中性軸力嶽

算結果に現れるように急激に移動するとは

考えられないので，鋲孔のreductionを

行わない商船式のやり方にも理由があるよ

うである。本委員曾の資料としても縦彊度

比較計算に鋲孔のreductionを行わない場

合の計算を追加すること，同時に縦材の箇

面積の比較を行って見ることを申合せた。

‘ 3． 前回からの懸案であった鋲孔附近の應力

、 集中の影響に就て今井委員から從来の賓験
結果を説明した。これに對する各委員の綜

合意見としては,賓験結果は試験片の大さ，

形状，鋲孔間隔等で異り, 106%(7.5d),

120％(“）の範函である。若しその影響を

考慮するとすれば大燈10％増程度である

が，本委員曾ではこの問題は一照保留して

従来の慎例に從いその影響は考えないこと
に申合せた。

7日 （水）船舶工學術語改訂委員會第4回會合

一時及場所午後1時から5時迄協會事務

所に於て

一出席者湊委員長重川，瀧山，板部，井

關代，榊原, ､南淡漬田代，松山，鈴木，各

委員，出淵，佐藤各幹事

一議事前回に引頴きBの部の一部を審議

した。

●

|r

8日（木）漁船研究委員衝第7回會合・

一時及場所午後’時半から4時迄協會事
へ

務所に於て

一出席者松本委員長，高木，熊凝中村，

元良各委員，出淵事務長

一議事

’・ 香響測漆儀こついて久山多美男氏から話
， を鴎くよう手配することを申合せた。

2． 南極から蹄つた捕鯨船全長の話を蕊く機

會を作ることを高木委員に依頼した。

3． トロール船及底曳網船の機關回鱒數の研

究は水産研究會の議題として經費支出方依

頼する豫定の旨高木委員から話があった｡

4． 熊凝委員から太洋漁業第十一太洋丸(240

トン）及日本水産320トン船とについて使

用賞績を調査した結果の報告があった。調

査事項iま，

（1）船型と操業の關係仁就て

（2）馬力と操業の關係に就て
つ

（3）艤装の状況に就て

（4）使用状況に就て

の4項目で，その結果は次の通りである◎

太洋

（,）支障なし｡船首が波を掬（う鉄鮎がある。
（2）現在の範園では十分（水深50m)

（3） トロール船の繊装としては差支えない

（ 1 、

4島田委員から全熔接船の熔接組立順序に

就て説明があった｡これに關職する炎の諸
項は更に研究することに申合せた。

(1)熔接ブロック相互の現場熔接の順序

(2)鯰口縁材の熔接組立方式

(3)第二甲板と隔壁ブ戸ツクとの取付熔接

の時期

(4)buttweldの裏熔接に對し裏ハツリを

必要とすることになっているかどうか

4
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(4)支障ない。

日本水産

（1）船が風下に落される峡黙がある。その

ためパラストを40トン積んだ。

（2）差支えない。 、

（3）工作は悪いがトロール縫装と_しては支

障ない。

（4）大墜宣しい･
0 8

又トローラーより手繰の方が有利であろう

との意見.も補足してあった。

筒回縛數に關し高木委員から蒸氣トローーラ

ーも石油問題を考えて窪して砥<必要があ

るとの意見があった。

5．漁船の防熱法の参考資料として軍鑑の防

熱材の資料を適営な人から提供して貰うよ

う考慮することを申合せた。

ているとも思われないので詫間がある前に

我身の手で諸般の事情を綜合して調査研究

して置きたいという動擬から本委員會を設

けるに至った所以を述べた。

2． 委員長互選め件

全委員一致して山縣委員を委員長に推し，

同委員之を受諾した。

3． 幹事指名の件

委員長の指名により出淵，佐藤士田の3．

君に幹事を委畷することLなった。

4．審議事項

次の諸項をも審議の對象と寺ることを顛合
せたC

l ．

(1)･従来の造船技術者養成法の検討

（2）造船所に於ける自家護成の綴否如何も

（3）造擾技術者の教育．

（4）造船按術振興燈制

（5）再教育機關

5． 資料蒐集等の件

『差當り次の資料を整えることを申合せた。
（1）今後の高本の造船量 ．

． （2）中等墜校, '専門學校，大學各別に造船

科と他の専門學科との學生生徒敷ゐ比率

（3）學校卒業者の就職先

（4）本日配布の｢教育基本法・學校激育法」

を精讃し次回に説明すること(土田幹事）

（5）下記造船技術者需要先毎にその現在員

を調査すること･

（ィ）研究樫關(ZI､野木委員) 、

（ロ）監督官鹿（海事官を含む）

（ハ）造船所（昭和18年以前)(瀧山委

員）

（二）船舶曾賦

（ホ）企業の外廓園燈

（へ）教育者

6． 委員追加の件

下記勤務者を委員に加えることを申合せた

海運總局船舶局造船課長同造機課長

俄濱工專造船科日本海事協會

農林省水産局漁船課造機關係(伊藤茂君）
7． 雑件
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12日（月）特殊研究集録委員愈小委員會 、､

一時及場所午後1時半から3時迄事務所

一に於て

一出席者幅田(啓j,出淵牧野各委員
一議事雪艦本四部關係の集録項目毎;こその

重要度と集録形式とにつき審議し一睡成案客
得た。これは錘に行った五部關係のもの及び
近く行う謹定の民間會牡關係のものを濟せた

上で一括して具懸的に原稿を集める方法を考
えることLする。

14日（水）造船教育制度調査委員密第1回會合
一時及場所午後2時半から5時迄日本工
業倶樂部に於て

一出席者山縣，加藤(弘)，常松，小野木,
高木，小野，瀧山，村田，藤井，渡遥各委員
一議事

L l瞼主事挨拶
本委員曾は酋長の發意によって設けたもの
であって，職後の混凱時期を經て最近漸く

各方面共再建の途につき,學制改革も當局
に於て議せられておるが，今後の海蓮界に

帥應して捲船技術者の教育を如何にすべき
か， この問題は當局に於て徹底的に考究し
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鮫橡討を行った。

2． 鬼頭委員から観<艦推進器の鳴昔とそめ
防止法を賓際に行って成功したことに就て

講話があった。
3． 小型船のperformanceの悪い原因につ

じ

いて橡討し，谷口委員が解析した結果につ

いて報告があった。

へ

(1)各大學，専門學校，主要造船所等に本

委員會の内容を申遙り意見を徴するよう

坂計らうこと。

(2)當分毎月第2第4月確日に委員會を

開くこと。

一

、

15日（木）電氣熔接研究委員會第3分科曾第6

、回會合

一時及場所午後1時竿から4時迄協會事

務所に於て

一出席者幅田委員長，會田主査，今井，遠

山，島田代，清水，増淵各委員

一議事

1． 本目の主要議題は次の通りであった。

外板プロ.ソク，甲板隔壁ブロックと一般

配置団との比較橡討並に細目決定への打合

a決定事項;ま次の通りであった。

(1)F54C.BHD・をF53に移動する；
､

（2）船首上甲板はF58までとする。
凸

（3）船首船倉(清水倉前方)はやあて，清水

倉の上に外板のブロック接手をつくる。

(4) iceholdの大きさ及數は議論の餘地

あるも現状のま些進tjb ・

（5）釣毫下部まA.P.迄鋼板張とする。

． （6）燃料油倉の隔函ま補機の都合により最

も蛮際に近し､設計･とする。

3． 次回附議事項を次の通豫定する。

(1)ブロック画面の整備（外板ブロックの

再橡討）

（2）中央横赦面園の変更

、 （3）ブロック細部の熔接設計，工作法，符

賊等の決定

21日(水)船舶工學術語改訂委員會第5回會合

一時及場所午后1時から5時迄協會事務

所に於て

一出席者一湊委員長，上野，重川，瀧山，板

部池田，榊原，松山，鈴木，井關代，濱田

‘代,高木代，各委員,出淵佐藤各幹事

一議事

1． 前回懸案の術語の再審査を行った。

2． Bの部を終り, Cの部の－部審議を経

ったo

23日（金）漁船研究委員倉第8回會合

一時及場所正午から3時半迄丸ピル精義軒

．に於て

一出席者松本委員長，高木，木村，栗田，

伊藤，熊凝元良，中村各委員,･出淵事務長

日本水産細萱船長大洋漁業富永船長 ・

一議事

本日は先般南極へ出動した雨船長を招き，捕
鯨船の資用試験の結果及所見等を聴き，將来
の捕鯨船設計の参考とすること上した。内容
の大禮は次の通である｡

’・ 船の大さに就て

細萱：凌波性，曳鯨性，単行性を考えて
360トン以上欲しい。又將來鯨が少<な

り行動半裡が増すことも考えなくてはな
ら蹉いo

富永：今度3,0トンを持って行ったが，荒
天時は370トンに比し能率が悪い，叉幾
ら安定な船でも曳鯨能力は排水堂が大き
~ 、

くないと出て来ない，やはり360トン，
380トンという所が望ましい。

′ 2， 船型に就て

〆－

( '

F

‐

（ ）

19日（月）試鹸水槽委員曾第29回歯合

一時及場所、午後’時から5時迄協會事務

所に於て 。

-Itl席者腎山委員長，八代，出淵，山縣，

赤崎,研野各客員，鬼頭,重川，菅,乾，志

波各委員，木下，谷口，土田各幹事

一議事 ‐

L航海成績を調査し，水槽試験の成績と比

力』

1

●

｡
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細萱：長さをもう 3m長くしたiJ､。そして

、 中央にもつと幅を持た造るとよい。

富永署自分の所のはノルウェーのと同じで

・トップ・ヘビーの感がある。長さは2m位
● 、

長くしたい。 、

細萱： 一般に捕鯨船はGMが小さい，第

三文丸は滿載で540粍，鯉荷で180粍

新船は浦載で670粍，輕術で270粍， ‘

漁拷状態で420粍である。

富永: ノルウェー船の特徴は短くて太いか

ら旋回性能がよいこと，船禮力輕いこと≠

・ 船禮の割合に罐が大きいこと，氷中を突

切っても大丈夫であること等である。只

油が無くなると危険を感ずる。深い船は
OGが小さくなる利鮎がある。 －

3． 機關及速力に就て

富永：中速ディーゼル300～270r.p.m.

が適常，低速機關では非常に低速の時不

安定である。
－

4． 艤装の電化， ドンキーボイラの可否

富永：絶對;二電氣とすぺきである。ドンキ
ーが！‘3以上使われる。

細萱： 日水のは主機と同じ位使う , Stearn
upする時間が永い精と思う，極地は温

度の愛化が少<蒸氣がなくとも暖房に困

らない。ウインチの歯が凍りつくような

‘事はない。それより先綱の方が先に駄目
になる。極地の温度は－10．が最低で，
-120･では操業不可能， －4．以上が普

′ 邇色ある。電氣ウインチは協力して作成

すべきである。 タ、 ‐
5． リモートコントロールに就て

今は海軍の増速シグナルを用いている，船

内電話も考慮中である｡シグナル，縛瑳管

電話の三つあれば一番よい。

熊凝委員: tOpに操舵輪を設けるのはどう
か，又電氣操舵とする捕鯨船にテレモー

タは如何。

6． 馬力について

1800～2000,馬力は大きい程よい｡

細萱：速力は14節以上ならよい， 151ん

節出れば必ず追付く,maX.はそれ程必

要はなく，追跡速力が無理なく綾くこと

又危|域回剥がmax.と一致しないことが

必要である。

7． 砲壷の高さに就て

第三文丸は5.5m,第五文丸は5.3m,新

船は5.3mである。大笹53mあればよ

い。 、
、

8．．發條緩衝鐙置

ど‘うしても必要である。一定の力が掛ると

ウインチが空鱒するようなものもあるが，

綱を扱っているものが危瞼である。

9． 電氣錐

將來は電氣錐とすべきである｡現在ば220

Vであるが50V, 30Aあれば鯨は死ぬ。

26日（月）電氣憾妾研究委員會第4分科曾第7

回會合

一時及場所午后1時半から．4時迄協會事．
務所に於て

一出席者輻田委員長，幅田(啓)，今井，松
本,,御鳴，増淵各委員

一議事

1． 今井委員擴活の中央横赦面の握錘上較

(ABr｣leによる鋲構造船と熔接構造船と

の）計算表と有孔板の弧度曲線とについ-ご

説明があり，大要次のように意見が一致し

，た。

（1）弧度計算によれば燭妾船のscantling

はABru!eによって鮫浜船に對して要

求せられているものと大差がないようで

ある。

（2）從って熔接船のI)Z及應力i*鮫鋲船

の鋲孔を考慮しないものと大禮同一であ

ると見ることが出來る。 ．

（3）但し掴度計算は全熔接船と銭浜船との＝

内底板高さが相違したものに就て比較し

・ てあるので内底板の高さの一致したもの

についての計算を今井委員に依槙するこ

とo

（4）弱度計算の對象とした熔接船は損傷を

＝

~

｜
C|

苗

~

夕

》

C

〃

｡

〃 夕

刃

』
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生じて補狸した事賓があるから補廻した

ものに對する温度計算等を引綴き今井委

員に依頼すること。

2． 第4回委員會で増淵委員から各委員に配

布した船の熔接に關する参考資料の目次中

第五項（船の熔接順序）の説明があった。

3． 船の熔接に關する参考賓料の設明は次回

も引緬き増淵委員に依頼することを申合せ

た。 ．

では不可能である。

（3）現場技術者としては新制大學卒業者で

宜しかろう。設計，教育,研究方面に進

む者を大學院に入れればよい。 =しかし徒

らに大學院志望者を増すことになるので

十分考究の必要がある。

5． 教育制度研究の方針

各種段階の卒業者の大量就職先である遥紹

所の需要量が先決問題である。それには今

後の國内浩船員が基礎となる。これに開運

L委員長から其の箸｢海運再建と造船施策」

（船舶・第19灌第10､賎）について説明，

海運總局に於ける室氣にも鑑み一應年間造 営4．

船量30萬總卜‘ンを基として考えて行きた

い旨の提議があり種々意見開陳があった後

この方針で進むことに了承。

6． 報告事項

出淵幹事が文部省科學激育局と連絡した緒

果次回には覗學官佐藤静一氏が出席の上高

等學校及大學の造船科案につき説明するこ

ととなった旨報告あ･り，同案（本日配布）

を次回迄に検討しておくことLなった。

7. 資料調査蒐集の申合せ

本委員會の審議のため次の諸費料を蒐集す
ることに申合せた。括弧内は携常委員を示・

す。

(1)･造船所に於ける各級技術者要員につい
て立案のこと（造船所側委員）

‘(2)三菱各造船所iこ於ける從業員の學歴別
員数（渡邊委員）

（3）造船所としての大學出と大學院出の使
い方（小野・山中雨委員）

（4）造船技術研究禮制に關する草案作製
（小野木委員）

（5）漁船關係研究鐙制に閲する草案作製

． (高木委員）

（6） 100 トン未滿の漁船に對する技術者要

員（高木・伊藤雨委員）

（7）造機關係要員（瀧山・伊藤雨委員） ．

（8）外國に於ける造船技術者養成溌制（加

藤弘委員）

／

･ 28日（水）造船激育制度調査委員會第2回街合

一時及場所午后2時半から6時迄協會事
0 ／

務所に於て

一出席者井口酋長，山縣委員長，伊藤，小

一野，小野木，加藤弘)，澤村，常松，原，松

卒，山中，吉識各委員，佐藤，土田各幹事

一・議事 ハ

1． ・新委員紹介

委員長から伊藤，澤村，原，松卒，土田各

新委員の紹介があった。

2． 本委員會の任務

造船教育制度の調査の外， これに關連のあ

る造船業振興こ關する研究も津委員會で審

議し，成果については造船研究會と共同上

申することLしたい旨委員長から提鱗一同

了承した。

3． 激育基本法及學校教育法の説明

，前回配布の上記資料につし､て土田幹事から

その概要の読明があった。この新教育制度
に就て種冬意見の交換があった。

（')新制度の大學卒業者の技術的素養は霞
制の専門學校卒業者程度で，前期の大學
院出身者が始めて曹制の大學卒業者と同
程度となろうとの結論こ達しこ。

（2）從來國民學校高等科卒業者を傭入れ，
造船所で自家毒成をしていた黙が今後ど
うなるかに就ては， これは中等程度の養
成機關が不-I-分であったための鍵態的措
置であって，新制高等學校出をこの方面
に使用出來れば理想的である｡又自家妻
成は大造船所では可能であるが小造船所

、

｜ ‐ ●

､

】
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I
ｰ

壁まですんだ。

30日（金）電氣熔接研究委員會第3分科酋第7

回曾合

一時及場所・午后1時半から5時迄協會事

務所に於て ニ

ー出席者輻田委員長，今井，遠山，清水，

山口，高田，御鳴，島田各委員

一議事

1． 外板ブロック未解決の部分

船首部清水倉Iま上部プラツト，両側外板を

’ブロックとし其の後部隔塗ま別個iこ組立

てるもの‘とし，清水倉上部の外板は片舷夫

々1ブ戸ツクとして組立てることとする。

2． 縦隔壁機隔壁との結合

縦隔壁を貫通させ，横隔壁を断罰すること

とし既に決定濟であるが其の相互坂合に閏

し次のように決定を見た。

中央部各倉仕切，槙隔壁に對じ両側の縦隔

壁に縦ストリップを熔接し， これを横隔壁

iこ鋲着せしめるこ‘と。但し網鴇壁のスティ

プナは餌料倉内に置く。これはsideoil

tankも同溌とする。

3． ．御鳴委員から漁船の縦過度の鮎につき提

議あり，即ち從來の漁船の構造こよれば大

部分鋲接手なるも今回相當程度に熔接採用

の設計となれば板厚其他の黙を考慮する要

なきや。若し鋲構造と同様の板厚で熔接を

採用した場合，其の縦握麗まどうかとの提

案あり， これ仁就ては一應漁船の縦掴度證

確める必要があ苞ので漁船協會に間合せる

ことLなった。 ．

29日(木) ・電氣熔接研究委員會第3回總會

一時及場所・午後1時半力､ら3時半まで協

會事務所に於て

－9出席者輻田委員長1會田，赤崎，今井，

榊原，島田，輻田，御鳴，矢ケ崎，増淵各委

員

一議事 、 ，
各分科會の經過報告を次の通り行った｡'

第－1分科會

（1）進捗意にまかせず,試鹸片の製作，文

献の蒐集が思うように進んでいない。

(2)6月に開く議定であった熔接學曾熔接

一研究委員會との連合委員曾は更に進捗を

見るまで延期する。

第2分科會

（1）賛材不足のため進捗せず｡

第､3分科會

（1）'35トン鰹鮪漁船につき一鮫配置を決
． 定し，ブロックの歴分を大艦決定した。

（2）外板ビルヂキール，甲板,隔壁ぱ機

』械聖等の設計につき読明があつノヒ。

(3),Xiこ熔接工作法の検討に入る豫走であ

る。

（4）出来るだけ早く結果を掴める方針で進
むo

第4分科會

（1）蜜在する熔接船と規程の要求する鋲接

船との構造の比較研究を行ったところそ

の慣性能率は雨者大燈同じ綴であった。

（2）プ戸ツク建造方式によるものと然らざ

るものとに就て熔接船の建造方法に翻し

て島田委員から研究發表があり，現在隔

' 。
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(3)論文の種類

論文の種類こ制限はありませんが，多數會員

の希望もありますので，設計，工作法，作業

に關する論文及び機關關係の論文を寄せられ

るよう切望いたします。

(4)締切期日

（イ）表題のみを昭和23年1月30日迄に

御通知下さい。

（ロ）全文論文（梗樫共）を2月20日迄iこ

御邊附下さい。各種の準備の都合がありま

すので以上の期限は必ずお守り下さるよう

御穎いします。

(5)原稿用紙は御申込み次第邊附いたします。

生
ロ會

一

評議員選畢開票結果について

去る11月9日開催の第5]期年度通常總會

の決議に基き， 12月､1日臨時理事會を開催し

て評議員選學の開票を行いました所，次の方々

が當選されました。
＝

東京都及其の附近在住者

71票山縣昌夫君 70票井口常雄君

65〃吉識雅夫君 61〃 出淵巽君

48〃村田義鑑君 64〃小野木敏雄君

45〃渡過賢介君 44〃赤崎繁君

41〃高木淳君 40〃瀧山敏夫君

40〃大潮一進君 40〃加藤弘君

39〃榊原鋏止君 35〃上野喜一郎君

33〃・南波松太郎君 30〃俄山渉君

29〃頑田啓二君 29〃甘利品一君
28〃朝永研一郎君 28"，古武彌輔君

地､方在住者

63票渡邊惠弘君 56票和辻春樹君‘
49〃寺澤一雄君 46〃六岡周三君
45〃太田友彌君 43〃飯田嘉六君

42〃奥田克己君 35〃 ‐青山貞一郎君

29〃佐藤 ・尚君 26〃酒井五郎君

第51期年度春季講演含

論文募集
々

下記要領により春季講演會で發表せらる上論
文を募集します。奮って御申込下さい。

論文募集要領

（1）論文の長さ

用紙及印届朧力の關係上，論文原稿枚数を圃
表共で250字詰原稿用紙50枚以内に納まる
よう御執筆願います。

（2）梗椴

英文の梗幟と，講演曾當日配布するための

250字詰原稿用紙四，主枚程度の和文の梗概

を癖付して下さい。

、 ノ

参考圖書の斡旋を致します

近時の出版情勢に依り，特に學生諸君が参考

書の入手に困難を感じ,當協會へも入手斡旋依

頼が度々参っております。就きまし-ては一つの

試みとして，次の要領で斡旋を致し讃す。精々

御利用下さい。
●

一

1． この斡旋の利用は歯協會々員に限ります｡

2． 譲りたい方，求める方はそれぞれ8及び9．

記載の要領で御申込下さい。右御申込に依り

必要事項を時報に掲載魔告致します。

3． 譲渡廣告岡奮に對し談受希望申込が参りま

したときは，その旨御通知致しますからその

‘上で現品を當協會へ御寄託願し､童す。代金は

希望先との取引完了後速力に御邊り致します

4． 譲渡贋告闘書二對し譲受希望申込數が超過

致しました場合は抽鐡によって決定致します

5． 譲受希望廣告囲書に對し譲渡申込が参りま

したときは，個格その他必要事項を御通知致

しますから，御異存なければ御塗金願います

・譲渡申込者へは3の要項;こ準じて御連絡致し
ます。 、

6． 譲受希望廣告圃書に對し譲渡申込数が超過
致しましたときは，御申越の保存献況（8の
（5）参照）を考慮し最低償格のものから御受

・ ・けすることと致します。

0

、

、 、

ｰ

、
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7． この斡旋の廣告料は申受けませんが，通信

荷遥及郵邊費は賓費を申受けます。

8． 譲渡申込要領（廣告申込と譲受希望廣告に

對する申込の両方ともこの要領で願います）

（1）岡書名

（2）著者名

（3）出版年月日，あるいは版數 ←

（4）原版又は翻刻版の別（雨種がある場合）

（5）保存状況（次の標準で御記載願います）

A:新品同様

B:梢汚損，多少書込のあるもの等

C:相當汚損装艫破損等

， (6)譲渡希望償格(市債より高く譲れ,市便

：より安く入手できることを目標と致しま

す）

（7）廣告に對する御申込の場合は，廣告掲載

一の時報號數及び扱番銃を御附記願います。

（8）その他必要事項

9． 譲受希望廣告申込要領

（1）圖書名

(2)著者名
一

（3）出版年月日あるいは版數

． （4）原版又は蘇刻版の別（雨種がある場合）

（5）要すれば希望債格．

（6）その他必要頚項

10.譲受廣告に對する御申込には，廣告掲載の

時報號數，扱番號，岡書名及び著者名を御記

載願います。 ・

11．廣告には譲渡，譲受とも御氏名は掲載せぬ

ことに致します。

一

6

】

譲受けたい圏書
⑱
、

－

扱番號 編著者

1． 大串雅信

園書名

理論造船學

基本造船皐(上・下）

船舶計算

樮械工學便売 一

鋼船構造規程 。

造船協會會報及雑纂の

バックナンバー

2． 蕊野豊_:I}
倉田昔吉

日本機械學會

日本海事協會

造船協會

、
●
。
●

３
４
５
６

●

昭和22年12月20
昭和22年12月25

編輯兼

發行者

印刷所

日印刷
日發行

東京都世田谷歴代田2丁目784

出 淵 巽

東京都千代田唾紳田錦町3丁目1

大同印刷株式會杜
東京都千代田睡丸ノ内1の2

日本工業假樂部2階

鞭遥・ 船 協 會
日本出版協同株式會献）

七

姫發行所

』

(發行代行所
－－

ノ
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能美式 （船舶安全法規定）

煙管式火災探知機･･空氣管式火災警報装置
其他警防淌火機一般･設計装作施工

日本防災通信工業改メ＝
Q

能美防災工業株式會祗
本赦及工場東京都北多摩郡三鷹町牟憩五八八電話吉群寺2558.3415
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米第八軍用品指定工場 －〔誉業品目〕－

鑛山機械･製鐵機械・化學機械

横山水管式汽罐･各種製罐工事

各．種鋳鋼鍛鋼製品
一一一一

含
③_‐ T雪TT1

－-製 品一
電動験･發電機・愛塵器・配電盤・開閉帝噸
機器・電氣ホヰスト ・電氣計器・其池電氣濃霧 横山工業株式會牡

東京都中央底江戸橋一ノーニ加賀ピル
一

馬
東京鍾塵器株式會牡一

ト
ン
ボ
印
石
綿
製
品

電
解
用
石
綿
布

一
般
石
綿
紡
績
製
品

石
綿
制
動
帯
摩
擦
板

ア
ス
ペ
ス
ト
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ー
ト

各
種
保
温
材

保
温
工
事
設
計
施
工

日
本
ア
ス
ベ
ス
ト

・
株
式
會
祗

木
訟
東
京
都
中
央
厩
銅
座
画
六
ノ
三

支
店
大
阪
砺
嗣
島
隈
ド
顧
酷
五
ノ
ー
八

遍
鯖
此
災
一
勤
一
牽
誹
趣

出
護
所
名
古
屋
・
頑
ゞ
岡

ｌ

１

ｌ
東京都太田腫本術田一ノー○

電話捕III (03)三四五五

専賓特許費用新案

超遠心噴霧乾燥装置
特長洗妖物粉化・流状物濃縮
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舗宇野澤組鐡工所，
一主要製品一一

汽動順I筒渦巻卿筒
暖房用卿筒 タービン卿筒
眞空卿筒氣髄睡縮機

本mt及澁谷工場東京都灘谷匿山下町六二番地

玉川工場東京都大田歴矢口町九四五番地
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－其の他の製品

超遠心液髄清淨機･遠心油分離機
超遠心'|:乳分離機･超遠心酵母分離機
唾力油施過機･鐵道車輌部分品製修
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製鱒･硫安等凡ユル化學装置二必要ナ
總テノ配管部品ノ責任アルメーカーCRMT"

バルブ＆コック
高温・高砥
耐酸・耐アルカリ用

石田弁
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工業株式會祗字 。 、

東京都港厘芝白金志田町電話三田（45）3448.3189
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